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近森会グループ年報 2025

1. はじめに

2025 年 3 月 6 日第 9 期生 37 名が卒業しました。9期生の国試合格率は 97%でした。前年の

不振を挽回してくれました。成績低迷者は、二年進級時から補講などを行っていますが全員

合格には至っていません。SNS 等で正解がすぐ得られるようになり試験対策も変わりました。

年々の試験の傾向を見てみると、応用を問われる問題や実践的な問題が増えています。今後、

解剖・生理から病態、看護につなげて考えることを深化して行く必要があります。

2026 年 4 月には第 12 期生 39 名が入学します。例年より入学者数が減りますが、年齢差や

社会背景の異なる社会人学生が居ることが多様性を生み、お互いが切磋琢磨して、社会で生

きていける人間力と生活力を無意識につけていってくれると思います。

8期生から導入された新カリキュラムの基本方針である、『正常の身体機能を学び、病態を

理解する』、という基本方針が十分実践できていないことが、成績低迷や国試全員合格につ

ながっていないようにも見受けられます。一方、医療は社会と密接な関係にあり、「社会を

知る」を目指した１年生からの中山間地域での学外実習は、目新しさもあり、喜んで受け入

れられ、社会を知るという目的は達成されていると思います。

2025 年度、近森病院附属看護学校は開校 10 年を迎え、関連の各種記念行事を行いました。

学園祭では、昨年看護学校に多大な御寄付をいただきました柴田惠子様の御著書『北川村「モ

ネの庭」マルモッタン開園 25 周年記念写真集』を学生、教職員全員に配布しました。また、

同園の元庭師 川上 裕さんより「モネは庭が大好きだった」の特別講演もしていただきまし

た。

また 10 月 4 日に行いました開校十周年記念式典では美術史家 森 耕治先生より「ゴッホ

の絵に見る痛みと希望」という特別講演をしていただきました。当校では看護学を学ぶこと

以外にも、人間性を高め成長をうながすために文化教育をふくめた社会人教育を重視してお

り、今回の御講演は学生の人間性を深める一助になりました。今後ともこのような文化活動

を広く取り入れて行く予定です。

当校は、近森看護学校 3年間と救急病院の近森会入職 2年間の看護業務という 5年間の一

貫した職業教育を目指してきました。 卒後の臨床現場での初期教育の重要さの理解が、学

生は十分徹底できていないように思います。“鉄は熱いうちに鍛て”という言葉は、医療職

の中でも医師、看護師は心に留めておく必要のある格言であり、口酸っぱく言い続けようと

思います。工業高等専門学校（高専）教育が称賛されるのも、5年間の実力をつけるための

基礎から実習、応用していくという現場力をつけるという教育が 5年間行われているからで

す。

教育現場は大きく変わろうとしています。AI 導入により看護教育も、単なる知識授与から

自分で問題点を見つけ出して解決していく「探求型」の教育に大きくシフトしていくと考え

られます。教員も大きく変わる必要があります。この「探求型」の授業を取り入れて「自分

で学ぶ」という学生教育を 2026 年度から展開していく予定です。

近森病院附属看護学校

学校長 山﨑 正博
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２．2025 年度 重点目標

(1）看護の基盤となる学生の能力を育成する

①基盤となる人間力を育成する

②看護実践能力を育てる教育力を発揮する

（2）創立 10 周年を迎え、学生間の交流をはかり、卒業生への支援を強化する

（3）選ばれる看護学校となるための基盤をつくる

３．学校運営・管理

1) 学生の在籍状況

2025 年 4 月時点で、1年生 48 名、2 年生 46 名、3年生 40 名の合計 134 名です。

2) 年間行事

2025 年度の年間行事は、表１を参照。

3）卒業生の進路

卒業生の進路（9期生）

4）入学試験状況

2026 年度入学試験は、推薦入学試験、社会人入学試験、一般入学試験(一次)、一般入

学試験(二次)、一般入学試験（三次）を実施し、延べ応募者数は 42 名、延べ受験者数

は 41 名、合格者数は 40 名でした。

5）外部委員参加の会議開催

【講師会議】

開催日：2026年 1月 22日（木）
出席者：非常勤講師 20名（オンライン参加 11名）学校教職員 1１名
審議内容：学校から現状の報告を受け、授業等に関する意見交換及び質疑応答

【教育課程編成委員会】

第 1回

開催日：2025 年 9 月 25 日（木）

進路先 人数

近森会グループ 25

県内就職 6

県外就職 4

進学（大学 3年次編入） 0

その他 2

合計 37
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出席者：外部委員 3名、学校関係者 6名

内容：2025 年度の教育計画および実施状況、「職業実践専門課程」としての関係機関と

の連携

第 2回

開催日：2026 年 2 月 26 日（木）

出席者：外部委員 3名、学校関係者 6名

内容：2025 年度の教育課程進行状況、関係機関との意見交換

【学校関係者評価委員会】

第 1回

開催日：2025 年 7 月 18 日（金）

出席者：学校関係者 5名、学校教職員 5名

審議内容：学校から自己点検の報告、自己点検に関する質疑・応答

第 2回

開催日：メール会議

開催日：2025 年 9 月 5 日（金）

出席者：学校関係者 6名、学校教職員 5名

審議内容：学校関係者評価

第 3回 メール会議

開催日：2025 年 10 月 20 日

出席者：学校関係者 6名、学校教職員 5名

審議内容：学校関係者評価 総評

6) 広報活動

2025 年度の進学相談会は、合同相談会・高等学校訪問・オンライン形式を合わせて計

7回実施いたしました。総相談者数は延べ 62 名（高校生 57 名、保護者 5名）でした。

なかでも 5 月開催の「こうち看護フェア」は最多の参加者を集め、高校生 24 名、保

護者 5名の計 29 名が本校ブースを訪問されました。

2025 年度のオープンキャンパスは、6月 15 日（日）・7月 27 日（日）・8月 24 日（日）・

1月 25 日（日）・3月 28 日（土）の計 5回開催し、延べ 86 名にご参加いただきました。

7）後援会活動

後援会の目的は、「近森病院附属看護学校の運営および諸活動を後援し、学生への教

育が円滑に行われるよう支援するとともに、資質向上および教育目標の達成を目指すこ

と、また会員相互の親睦を図ること」です。

2025 年度総会には、多くの新 1年生の保護者の方々にご参加いただきました。総会に

あわせて「近森病院附属看護学校後援会ニュース」を年 1回発行し、総会に参加できな
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い会員の皆様へ配布することで、活動の周知を図っています。後援会の活動に深謝する

とともに、今後もご支援をお願い申し上げます。

４．教育実践

1）教育課程実施概況

2025 年度の実施状況は以下の通り。

1 年次は【基礎分野】13 単位、【専門基礎分野】15 単位、【専門分野】19 単位、

【臨地実習】3 単位を履修した。

2 年次は、【基礎分野】1 単位、【専門基礎分野】1 単位、【専門分野】20 単位、

【臨地実習】11 単位を履修した。

3 年次は、【基礎分野】1 単位、【専門基礎分野】6 単位、【専門分野】5 単位、

【臨地実習】9 単位を履修した。

●教育課程進度表（表 2参照）

●時間割表（表 3参照）

●授業科目と講師一覧（表 4参照）

●臨地実習と実習施設状況（表 5参照）

●学生活動、自治会活動等

1．学生自治会執行委員

2．活動内容

執行委員会委員長 2年 1名 会計補佐 3年 1名

2年 1名

副委員長 2年 2名

1年 2名

会計監査 2年 1名

1年 1名

書記 2年 2名

1年 2名

自治会委員 3年 3名

2年 5名

1年 9名

会計 2年 1名

1年 1名

開 催 日 行 事 自治活動内容

4月 7日 入学式 アーチ作成、教室の飾りつけ

4月 25 日 スポーツ大会 企画、運営

9月 12、13 日 学園祭 企画、運営

10 月 3日 誓いのセレモニー アーチ作成、記念品準備

12 月 19 日 クリスマス会 企画、運営

1月末 国家試験祈願 絵馬奉納
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●国家試験対策

本年度は、年度初めに学生の国家試験対策委員と担当教員が協議し、クラス内におけ

る国試対策の方向性を確認しました。5月初旬には、さわ研究所の国家試験ガイダンスを

聴講し、国家試験に臨む姿勢を養いました。そのうえで 4月から月 1 回のペースで、年

間 10 回の業者模試に加え、学内でも過去問を中心とした問題演習に取り組みました。

8月には東京アカデミーの夏季講習を当校で実施し、当校が苦手とする分野の補強や質

疑応答を中心に、国家試験に向けた基礎固めを行いました。さらに今年度は、業者模試

実施後のグループおよび個人での振り返りを重点的に実施しました。模擬試験の成績を

分析し、必修および一般・状況問題の結果を踏まえて、早期に強化対策メンバーを選出

しました。少人数で固定化した学生を対象に、時間を定めて山﨑学校長の国家試験対策

に継続的に参加しました。

履修科目の授業がすべて終了した 1月からは、母体病院である近森病院の院内講師や

当校教員による国家試験対策を実施しました。今年度は自由参加とせず全員参加とし、

クラス全体で国試対策に臨みました。その結果、クラス全体の学習効果も高まり、国家

試験に臨む体制を整えることができました。現役生 37 名と既卒生 2名が受験し、現役生

36 名、既卒生 1名が合格しました。

2）教育環境の整備

●教材・教具等物品管理

県庁より感染対策用のガウンと手袋の寄贈を受け、実習用として使用いたしました。

多くの感染症が流行する中でも、感染対策を徹底した演習を実施することができました。

また、実習で使用する物品と演習で使用する物品を見直し、表示を工夫するなどして、

管理しやすいよう整備しました。開校 10 周年を迎え、教材の消耗が目立つようになっ

ています。次年度は在校生数に合わせ、充実した演習が行えるよう、物品の購入や修理

等を検討しております。

●図書の整備、図書室の管理

開校 11 年目、現図書室開設 10 年目を迎え、学生に必要な看護専門図書や一般教養を

身につけるための蔵書を増やしております。

2025 年 3 月時点の蔵書数は合計 5424 冊（前年比+40 冊）でございます。これに加え、

20 種類の学術雑誌を定期購読しております。

2025 年 4 月から 2026 年 3 月までの貸出データでは、160 冊の書籍が貸し出されてお

りますが、前年度と比較すると貸出数は減少しております。実習期間中は、基礎看護技

術や領域別の疾患学習、看護技術、臨床判断、看護過程に関する書籍の貸出が多く、ま

2月 14 日 壮行式 企画、運営、応援グッズ準備

2月 20 日 予餞会 企画、運営

3月 6日 卒業式 アーチ作成、花吹雪、卒業記念品準備
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た、国家試験の出題に関する書籍も貸し出されております。

3）学校の感染予防対策等

新型コロナ感染症やインフルエンザの感染は時期を問わず散発的にみられましたが、

学内ではマスク着用や手指消毒などの基本的な感染対策を徹底し、集団感染は発生せず、

授業・実習・行事への支障もほとんどありませんでした。

4）スクールカウンセラー利用状況

2025 年 4 月～2026 年 3 月の相談件数は 3 件で、継続して相談する学生もいました。

それ以外にも、教員が学生へのかかわり方などについて相談し、活用しました。

５．専門教員の研修等

●研修参加状況

1）近森病院附属看護学校教員夏季研修

日時：2025 年 8 月 7日（木）、8月 8 日（金）

研修目的：次年度学会開催の準備としての情報収集および、看護学校における看護基礎

教育の現状把握

参加教員

学校長：山﨑正博 副学校長：平瀬節子 教務主任：上総満高

専任教員：田原佳奈、松浦美樹、和田理恵

2）教員研修その他
＜研修参加＞

①山﨑正博、平瀬節子：一般社団法人日本看護学校協議会、令和７年度学校長会

2025.5.27

②平瀬節子、小野五月、松浦美樹：令和７年度 高知看護教育研究会、 第１回学習会、

看護過程 2025.6.22

③平瀬節子、松浦美樹（オンライン：上総満高、田原佳奈）：一般社団法人日本看護学

校協議会、中四国ブロック研修会、2025.9.28

④平瀬節子、上総満高、田原佳奈、松浦美樹：意志ある学びー未来教育スコラ代 1期､

未来教育プロジェクト学習 2025.12.21 2026.１.10、2.14

⑤平瀬節子、松浦美樹：令和７年度 高知看護教育研究会、 第２回学習会、看護基礎

教育における GOLD メソッド（ゴール達成型学習デザイン）の活用、2025.12.2

●非常勤講師は以下のとおりである。

【外部講師】

平瀬節子：高知県立病院 新人看護師ストレスマネジメント研修 2025.7.2
平瀬節子：高知県看護協会 セカンドレベル研修 2025.7.31-8.1
平瀬節子：滋賀県看護協会 令和７年生涯学習支援研修 2024.11.28
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【法人内講師】

平瀬節子：近森病院看護部研修 レポート記載とレーニング研修 2025.12.４

学術発表・講演会等

学会発表

演題
発表者

共同研究者
学会名 開催

新任看護師長のキャリアトランジシ
ョン支援

平瀬節子
中薗明子
松永智香

第 29回日本看護管理学会学術集会 2025.8.22-23



表1．2025年度 年間行事

日程(予定） 項目 目的 対象学年 出席 実施場所

4月7日（月） 入学式
本校の学生、また看護学生としての自覚を高めるとともに今後の学習活動

の動機づけとする。
全学年 必須 ffホール

4月8日（火）
始業式、対面式

オリエンテーション

看護専門職としての学習及び学校生活が主体的に進められるようカリキュ

ラム・学校生活について説明する。
全学年 必須 教室

4月21日（月） 内科健診 学生の健康状態の把握と学生が自己の健康管理を行う際の指標とする。 全学年 必須 教室その他

4月18日（金）

4月19日（土）
宿泊研修

校外研修活動を通して、3年間学びを共しクラスメイトと協働・連携を行う

ためのチーム作りの基盤とする。
1年生 必須 室戸少年自然の家

4月16日（水） 遠足
校外研修活動を通して、クラスの連携・協働の育成、および教養を育む場

とする。
2・3年生 必須

4月24日（木） スポーツ大会
1年生の交流も兼ねて、球技を中心としたスポーツを行なうことで学年を超

えた学生間の交流を行なう。
全学年 必須 校外体育館

1回目：6月15日（日）

2回目：7月27日（日）

3回目：8月24日（日）

4回目：1月25日（日）

5回目：3月28日（土）

オープンキャンパス

本校のオープンキャンパスに参加し、看護を志す

先輩として高校生に看護学生の学習や学生生活などを伝え看護への興

味・関心を高める。

学生ボランティア参加

（1・2年生）
該当者 学校全体

4月17日（木）

9月9日（火）
消防訓練

消防訓練は、火災が発生した場合に消防隊が現場に到着するまで、自衛

消防活動により、迅速・的確に人命の保護と災害の拡大防止の措置をと

れるようにする。

全学年 必須
学校・

小川町公園

7月25日（金）～

8月22日（金）
夏季休業

2月21日（土）
近森会グループ

学術大会

近森会グループで開催される学術集会に参加することで、近森会グループ

のそれぞれの職種の活動や研究の実際を理解する。さらにチーム医療の展

開による成果や研究への関心を高めこれからの看護師の役割についても展

望する。

全学年 自由参加 学校全体

9月12日（金）

9月13日（土）
学園祭

学園祭は、年度毎にテーマを掲げ学生全員が主体となり企画・運営するイ

ベントで、学内外の人々に看護学校の活動を周知すると共に地域の人々

とのコミュニケーションの場とすることを目的とする。

全学年 必須 学校全体

10月3日（金） 誓いのセレモニー
基礎看護学実習前に、学生個々が目指す看護や目標を宣誓することで

学習意欲を高めると共に看護学生に自覚と向上心を高める。
全学年 必須 ffホール

10月頃 骨髄バンク講演会
日本で非血縁者間の骨髄移植や末梢血幹細胞移植を必要としている患

者の現状を知り、医療従事者としての役割について展望する。
1年生 必須

12月25日（木）～

１月5日（月）
冬季休業

2月14日（土）
看護師国家試験

壮行式
全学年 必須 ffホール

2月15日（日） 看護師国家試験 3年生 必須 高松

2月15日（日）
高知龍馬マラソン救護

ボランティア

ボランティア活動への参加により主体性･社会性･奉仕の精神を養う。一次

救命処置技術を習熟させＢＬＳ実施に対する自身を高める。

学生ボランティア

参加（1年生）
該当者 マラソンコース

2月27日（金） 予餞会

卒業を控えた最終学年の学生を送り出す目的で開催する。看護専門職

業人としての活躍と成長を期待し在校生･教職員一同が卒業生を祝し和

やかな出し物を計画し卒業生を送り出す。

全学年 必須 ffホール

3月6日（金） 卒業式
3年間の努力を称え卒業を祝し近森病院附属看護学校の卒業生である

ことの誇りをもち巣立つ記念とする
全学年 必須 ffホール

3月18日（水） 終業式 1・2年生 必須 ffホール

3月17日（火）～

4月9日（木）
春季休業













分野 区分 担当科目 時間数 時期 講師名

生物学入門 15 1年前期 山﨑 正博

論理的思考演習 30 1年後期 佐竹 泰和

心理学 15 1年前期 福住 紀明

社会学 15 1年前期 磯部 香

国語ﾘﾃﾗｼｰ 30 1年前期 武久 康高

英語入門 30 1年前期 ショーレス・ダグ

看護英語 30 3年後期 山下 興作

11/15 安岡 憲彦

4/15 上総 満高

運動と健康 30 1年前期 安岡 知洋

人間関係とコミュニケーション（カウンセリング） 30 1年後期 中山 智子

教育学 15 1年後期 磯部 香

生活と文化 15 1年前期 飯高 伸五

情報科学・演習 30 1年前期 濵田 真次

6/15 北村 龍彦

9/15 上総 満高

4/15 金山 久里子

11/15 平瀬 節子

生化学 15 1年前期 田部 大樹

病理学 15 1年前期 吾妻 美子

8/15 吾妻 健

7/15 石田 正之

医学概論 15 1年前期 山﨑 正博

Ⅰ．消化器 6/30 榮枝 弘司

2/30 岡田 光生

2/30 青野 礼

4/30 北岡 真由子

2/30 大川 良洋

4/30 八木 健

4/30 安松 和美

Ⅱ．呼吸・循環器・脈管系１

9/30 上村 由樹

Ⅱ．呼吸・循環器・脈管系１ 10/30 關 秀一

6/30 浜重 直久

10/30 土居 義典

4/30 心臓血管外科 医師

Ⅲ．内分泌・代謝系

体の恒常性（ホメオスターシス）を担うシステム１

Ⅳ．腎・泌尿器 15/30 佐竹 宏文

体の恒常性（ホメオスターシス）を担うシステム2 15/30 吉村 和修

Ⅴ．感覚器系・脳神経系 20/30 山﨑 正博

情報取得、統合・判断、目的行動のシステム１ 10/30 林 悟

Ⅵ．運動器系（整形外科） 13/30

情報取得、統合・判断、目的行動のシステム2 17/30

Ⅶ．皮膚・免疫系 8/15 高田 智也

4/15 杉本 健樹

2/15 安松 和美

臨床栄養学 30 1年後期 田部 大樹

6/30 筒井 由佳

24/30 沖本 朝子

2/30 中山 衣代

6/30 和田 仁美

4/30 矢野 和美

2/30 中島 美和

4/30 中村 里江

2/30 岡部 美枝

4/30 南 和芳

2/30 遠藤 恵

4/30 畠中 麻衣

臨床推論 30 3年前期 和田 理恵

9/15 寺田 文彦

6/15 川澤 あゆみ

医療と安全 15 1年後期 西岡 成巳

20/30 高知県庁、高知県警、児童相談所など

4/30 井原 則之

6/30 上総 満高

社会福祉総論 15 3年後期 川澤 あゆみ

公衆衛生学 15 3年後期 宮野 伊知郎

関係法規（社会保障制度） 15 3年後期 中山 潤一

健康生活と安全 3年後期

西田 一也

1年後期
体を守るシステム

薬理学 1年前期

石田 正之
酸素を取り入れるシステムと細胞代謝に必要な各種物質を循環させるシ
ステム １

1年前期
酸素を取り入れるシステムと細胞代謝に必要な各種物質を循環させるシ
ステム 2

30 1年前期 公文 義雄

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

微生物学 1年前期

1年前期

個体維持のための物質産生とエネルギー産生を担う消化・吸収・排泄シ
ステム

21/30
1年前期

1年後期

1年後期

1年後期

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ概論・演習 2年前期

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

医療と経済 3年前期

1年前期

医療と情報科学 2年前期

社会人基礎力 1年前期

表4．2025年 度授業科目と講師一覧

基
礎
分
野

科
学
的

思
考
の

基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

倫理学



看護学概論Ⅰ 30 1年前期 上総 満高

看護学概論Ⅱ 15 1年後期 平瀬 節子

15/30 田原 佳奈

15/30 松浦 美樹

家族看護学 15 1年後期 磯野 真世

看護過程演習 30 1年後期 平瀬 節子

看護研究Ⅰ 30 1年前期 上総 満高

基礎看護学方法論Ⅰ 30 1年前期 松浦 美樹

15/30 田原 佳奈

15/30 高橋 早映

15/30 平瀬 節子

15/30 磯野 真世

15/30 小野 五月

15/30

15/30

15/30 早瀬 仁美

地域・在宅看護総論 15 1年前期 小野 五月

15/30 廣末 ゆか

15/30 安岡 静香

地域・在宅看護援助論Ⅱ 30/30 2年前期 山本 詩帆

地域・在宅看護援助論Ⅲ 15 2年前期 小野 五月

26/30 小野 五月

4/30 杉村 多代

18/30 小野 五月

4/30 岡本 しのぶ

4/30 林 未来

4/30 山下 由夏

成人看護学概論 15 1年後期 磯野 真世

成人保健 15 1年後期 磯野 真世

成人看護援助論Ⅰ 26/30 和田 理恵

呼吸器疾患の動向と看護 4/30 下駄場 誠生

成人看護援助論Ⅱ 24/30 和田 理恵

循環器における医療の動向と看護 2/30 久家 由美

脳・神経系における医療の動向と看護 2/30 徳留 裕也

ストマ管理 2/30 上野山 実湖

成人看護援助論Ⅲ 20/30 磯野 真世

2/30 伊與田 美香

6/30 川田 愛弓

地域との連携 2/30 森澤 恵

24/30 磯野 真世

2/30 北村 龍彦

4/30 島田 いづみ

老年看護学概論 15 1年後期 平瀬 節子

老年保健 30 2年前期 山﨑 正博

老年看護援助論Ⅰ 30 2年前期 早瀬 仁美

老年看護援助論Ⅱ 30 2年前期 明神 拓也

小児看護学概論 15 1年後期 田原 佳奈

小児保健 30 2年前期 田原 佳奈

小児看護援助論Ⅰ 30 2年前期 奥田 麻子

小児看護援助論Ⅱ 30 2年前期 田原 佳奈

母性看護学概論 15 1年後期 高橋 早映

15/30 毛山 薫

15/30 髙嶋 愛希

10/30 高橋 早映

4/30 斎藤 真由美

16/30 明神 美奈

15/30 島村 順子

15/30 毛山 薫

精神看護学概論 15 1年後期 上総 満高

17/30 久保 博美

13/30 後藤 麻友

4/30 溝依 百世

2/30 上田 秀彰

6/30 尾﨑 章

4/30 岡本 園香

14/30 上総 満高

4/30 溝依 百世

6/30 堀尾 恵

4/30 佐野 理香

2/30 上田 秀彰

2/30 岡本 園香

4/30 後藤 麻友

8/30 上総 満高

精
神
看
護
学

精神保健 2年前期

精神看護援助論Ⅰ 2年後期

精神看護援助論Ⅱ 2年後期

2年前期

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

母性保健 2年前期

母性看護援助論Ⅰ 2年前期

母性看護援助論Ⅱ 2年前期

専
門
分
野

地
域
・
在
宅
看
護
論

地域・在宅看護援助論Ⅰ 1年後期

地域・在宅看護援助論Ⅳ 2年後期

地域・在宅看護援助論Ⅴ 2年後期

成
人
看
護
学

2年前期

2年前期

2年前期慢性期疾患看護（DM・腎不全）

成人看護援助論Ⅳ

1年後期

1年後期

基
礎
看
護
学

ヘルスアセスメント

基礎看護学方法論Ⅱ

基礎看護学方法論Ⅲ

基礎看護学方法論Ⅳ

基礎看護学方法論Ⅴ

1年前期

1年前期

1年後期



2/30 近森 正幸

2/30 筒井 由佳

2/30 宮島 功

2/30 西本 奈加

2/30 近澤 香奈

2/30 中村 伸治

2/30 平野 友紀

2/30 前田 秀博

14/30 森本 志保

看護管理 30 3年後期 平瀬 節子

2/30 井原 則之

28/30 齋坂 美賀子

看護技術評価 30 3年後期 松浦 美樹

看護研究Ⅱ 30 3年後期 上総 満高

統
合
分
野

看
護
の
統
合
と
実
践

チーム医療 3年前期

災害看護・演習 3年後期



学年 科目名 実習場所・施設名 実習日数 時期

夢来里（大豊大平）

高知市社会福祉協議会

いの社会福祉協議会

日高社会福祉協議会

大豊町社会福祉協議会

居宅介護支援事業所ゆう

居宅介護支援事業所スタイル

居宅介護支援事業所ふくいの

グループホーム ぐりーんはうす

近森病院

近森リハビリテーション病院

近森病院

近森リハビリテーション病院

近森オルソリハビリテーション病院

近森病院

近森リハビリテーション病院

近森オルソリハビリテーション病院

高知鏡川病院

地域包括ケアセンター（13カ所）

グループホーム ぐりーんはうす

NHO高知病院

JA高知病院

細木病院

一宮保育園

福井保育園

秦中央保育園

小高坂保育園

石立保育園

旭保育園

ちより保育園

河ノ瀬保育園

放課後等デイサービス グッドスマイル

放課後等デイサービス Uプロジェクト

NHO高知病院

あき総合病院

クリティカルケア看護実習Ⅰ 近森病院 5 10～12月

5 5～6月

5

5

10月

3月

1

基礎看護学実習Ⅲ

基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

地域・在宅看護論実習Ⅰ

2

小児看護学実習

5月

成人看護学実習

老年看護学実習

10

10

7～8月

10～12月
近森病院

10

10

10

表5．2025年度 臨地実習と実習施設状況

10～12月

10～12月

7～8月

11～12月

母性看護学実習



訪問看護ステーション 生協れいんぼー

訪問看護ステーション ちかもり

訪問看護ステーション ここあ

訪問看護ステーション

ハビリテーリングセンター

居宅介護支援事業所 ゆう

ファミーユ高知 ウェーブ

クリティカルケア看護実習Ⅱ 近森病院 10 6～7月

近森病院

高知鏡川病院

沖ノ島診療所

大井田病院

大川村役場

馬路村役場

山﨑外科整形外科病院

津野町立国民健康保険 杉ノ川診療所

近森病院

近森リハビリテーション病院

10

10

11月

６～7月

5～7月

6～7月5

看護の統合と実践Ⅱ

精神看護学実習

地域・在宅看護論実習Ⅱ

看護の統合と実践Ⅰ

3

10


